
TDKが創る未来社会
当社独自の技術や製品を明るい社会の創造に活かしたい――
そんな想いのもと、エレクトロニクスの可能性に挑み続けるTDKが、
未来に向けて目指す貢献の形をご紹介します。

いつまでも自分らしく
いきいきと暮らせる社会へ
——メディカル・ヘルスケア分野への応用　

先進国を中心に世界規模で上昇する高齢化率。年齢を重ねても自分ら
しく元気に暮らしたいという誰もが抱える願いに応えるため、TDKは技
術革新を続けています。

健康で快適な暮らしを支える多彩なメディカル・ヘルスケア機器が増
える中、それらの充電の利便性を高めるのがTDKの非接触給電技術で
す。置くだけの簡単なワイヤレス充電は、感電・ショートの危険をなく
し、人に優しい機器をサポートします。

また、疾病の治療に先駆けて重要になる予防医療では、TDKの磁気セ
ンサ技術が応用され、メディカル・ヘルスケア分野のさまざまな装置に
搭載された高性能なセンサの活躍も期待できます。たとえば、体内の血
液循環まで正確に把握し、血栓などの異常があれば早期に発見すること
で、深刻な病気への進行を防ぎます。さらに、センシング技術により人
の神経信号を感知することで障がいを持つ人の動きをサポートするなど、
重労働になりがちな介護者の負担軽減に役立つ製品開発を通して社会に
貢献していきます。

地域資源と要素技術の
融合における新しい価値提供
——エネルギー分野での貢献

たとえば日本では、「エネルギー自給率の低さ」「地方での産業の衰退」
という2つの軸での社会課題の解決に向けて、TDKは地域資源と要素技
術の融合によって、新しい価値の提供を目指します。

TDKのセンシング技術を活かすことで、従来は経験や感覚に頼ってき
たさまざまな事業でIT化を促進。地域産業を「儲かるビジネス」へと育
てます。一方、その地域に必要な電力には自然エネルギーを最大限に活
用。TDKのパワーエレクトロニクス製品や、エネルギー変換・伝達のロ
スを抑えるノイズ対策部品が、エネルギーの効率利用を支えます。また、
周辺環境の熱や振動、圧力、温度差など微小なエネルギーを有効活用す
る領域でも、TDKの研究開発は進んでいます。

気候変動や世界人口の増加により、安定的なエネルギーの調達が難し
くなる中、エネルギーの地産地消を実現し、それを通じて活力ある地域
づくりに貢献します。

TDKでは、従業員を「社是の実現のための最も重要な財産の一つ」として捉えています。
「企業の永遠の繁栄の源泉は人の育成にある」という考えにのっとり、従業員一人ひとり
が個人として尊重され、それぞれの能力や可能性を自律的かつ最大限に伸ばすことが重
要と考えており、重要な活動項目の一つに定めています。

人材の育成

TDKでは2010年より、次代の経営幹部や工場長育成
の一端を担う研修プログラム「モノづくり伝承塾」を
開講しています。この研修は、モノづくり全体の工程
を見据えて全体最適を考えることのできる「モノづく
りリーダー」を育成しています。TDKの「モノづくり
精神」を次代に伝えていくことを目標に掲げ、自分で
考え、実行し、学ぶという「自修自得」の精神を基本
とする多彩なプログラムを展開しています。

モノづくり伝承塾
参加者数

（過去累計）

今後のさらなるグローバルビジネス拡大を見据え、海
外トレーニー制度を2010年に制度化しました。

1.異文化の理解とその活用
2.グローバルビジネス能力の体得
3.人的ネットワーク構築

を目的として、若年層を対象に、海外の現地法人への
1年間の派遣を計画的に実施しています。また、日本
から海外へのトレーニー派遣だけでなく、海外から日
本への派遣も行われています。

海外トレーニー
参加者数

（過去累計）

人材の真のグローバル化、グループ内での国を越えた
連携の強化を目的として、世界各地のTDKグループ現
地法人幹部候補生を対象としたIMD 研修を、1997 年
から実施しています。毎回約1 週間にわたる合宿研修
のスタイルで、講義やワークショップを通じて、参加
者がTDKの企業理念をより深く理解し、広い視野と経
営的な視点を身につけること、そして、グローバルな
人的ネットワークを築くことなどを目標としています。
すでに修了者からは現地法人の社長も輩出されており、
TDK グループの人材育成において重要な役割を担っ
ています。

IMD研修
参加者数

（過去累計）

ビジネスフィールドがグローバルになった今日、異文
化コミュニケーション能力は海外赴任者などの特定の
人だけではなく、従業員全員に必要なスキルとなりつ
つあります。TDKでは、e-ラーニングを中心とした語
学教育の支援強化のほか、異文化コミュニケーション
研修を地域別に増強して、グローバルビジネス能力の
向上に努めています。

異文化コミュニケーション研修
参加者数

（過去累計）
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95名

19名285名

426名

技術による世界への貢献1
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　海外との複雑なコミュニケーションが難しいことを自
分の課題と感じ、海外トレーニー制度の利用を希望しま
した。現在は英国のTDK UK Limitedの営業部門に所属
しています。
　日々、現地のメンバーとともにお客様を訪ねて営業活
動を行う中、お客様の興味や疑問、懸念点がどこにあるか
を言葉や表情から読み取るよう心掛けています。会話自
体は理解できても、そこに込められたニュアンスが分か
らないことがまだまだあり、ミーティング後に同僚に確
認をとるなど地道な努力を重ねています。
　多様性を許容・尊重し、異なるバックグラウンドの人々
と一から人間関係を構築することができたのは、貴重な
経験だと感じています。そこで学んだものを派遣終了後
も業務の中に活かし、各国のお客様や同僚たちとの深い
コミュニケーションに役立てていきたいと思います。

　TDKグループでは、2013年9月にグローバル人事部を
発足して以後、日本、欧州、中国、アセアン諸国、韓国、米国へ
とその活動範囲を広げてきました。欧州 14 カ国において
は、EPCOSの営業活動を統合し、TDKグループとして足
並みを揃えた再スタートを切ることにもなりました。
　人材育成の観点からは、2014年度は教育ツールやプロ
グラムの共通化に努めてきました。欧州、米国、アセアン諸
国ではすでに多くの事業所や子会社でこうした基盤整備が
進んでおり、今後に向けて中国や日本でも導入を検討して
います。従業員教育のグローバル化は、グループのシナジー
を最大化し、優れた取り組み事例を全社で共有していくこ
とにつながります。さらに、海外拠点への人材派遣・研修プ
ログラムである「海外トレーニー制度」でも、狙いどおりの
成果を上げています。
　一方、全社的な人材管理システムの構築にも注力しました。
その最終的な目標は、グループの人材配置における透明性を
向上させ、適材適所の人材を見出し、活かすことにあります。
　そのほか、従業員の意識を高める営業インセンティブ策
を展開するなど、グループ全体での人材活用を最適化する
さまざまな施策を推進してきました。

グループ全体での人材活用を最適化する
―2014年度の総括

人材育成

　「人材は TDK グループの最大の資産」との認識を強め、
2015 年度も引き続き、持続可能な成長を目指した人材活
用に取り組んでいきます。TDKがイノベーションを創出し
続けるためには、従業員一人ひとりのポテンシャルを引き
出していけるような環境の整備と、異なる文化や多様なス
キルを持つ従業員が「ONE TDK」として結束することが重
要になります。
　グループ会社間のクロストレーニー制度や、グローバル
ベースの教育プログラムによる人材の交流は、シナジーを
生み、「ONE TDK」の精神を確かなものとして共有してい
くために極めて重要です。世界に広がるグループの連携強
化によって、すべての人材を最大限に活かし切り、真のグ
ローバル化推進の原動力としていきます。

真にグローバルな優良企業を目指して
―2015年度への抱負

人材という資産を
最大限に活かし、
グローバル化推進の原動力へ

TDKグループが目指す「真のグローバル化推進」のための
人材育成・活用について、グローバル人事部の部長である
Kellerが2014年度を振り返り、今後に向けた抱負を語りました。

TDK株式会社
戦略本部 人事教育グループ
グローバル人事部 部長

Andreas Keller 

TDKでは、今後のさらなるグローバル展開を見据え、海外トレーニー制度を整備しています。
異文化理解やグローバルビジネス能力の体得、人的ネットワーク構築を目的に、赴任先でのビジネス文化を学ぶとともに
TDK製品の可能性を探るために、世界各国の拠点間で計画的なトレーニー派遣を行います。

◎海外トレーニー制度

世界で通用する
コミュニケーション力を磨きたい

　受け入れ側として、個々のトレーニーにいかに適切な仕
事を与えるかは常に意識する点です。トレーニーたちは派
遣先国のビジネス文化に漬かり、やりがいのある仕事を
成し遂げてこそ、その経験を価値あるものとして今後に
活かしていくことができます。現場に身を置き、お客様と
のコミュニケーションなどにも実際に参加することで、語
学力も著しく向上します。
　海外トレーニー制度は、私たち受け入れ側にとっても
意義が大きく、TDKグループの活動圏の広さへの理解を
深める機会となります。異文化圏から迎えた新しいメン
バーに最初は戸惑うことがあっても、すぐに皆が同じグ
ループの一員で、共通の目標に向かって仕事をしている
という一体感を得られます。将来グローバル市場に挑ん
でいく人材を養成するこの制度は、グループ全体に大き
な利益をもたらすものと考えています。

グローバル市場に挑む人材育成のために

　2015年、TDKが新たに行動指針として掲げ
た「お客様視点」「挑戦」「成長」「多様性の尊
重」は、採用においても当社が求める人材像に
重なるものです。事業環境の変化が激しい中、
今本当に必要とされているものを見極める

「お客様視点」、困難にぶつかっても諦めず「挑
戦」していく勇気、それを通して自分自身も

「成長」させていく姿勢を持った人材こそが
TDKの未来を支えます。また、売上高比率も
従業員比率も海外が約9割という中、TDKが
真のグローバル企業として発展を続けていく

には「多様性の尊重」が欠かせません。性別・
国籍・宗教・信条などによらず優秀な人材を広
く求め、その違いを力に変えていきます。
　新入社員、中途社員を問わず「TDKは、真
摯に声を上げればやりたい仕事を任せてくれ
る会社」という声が聞かれます。TDKには創
業当時からそういったDNAがあり、社風が根
付いているのです。今後も「創造」に挑む従
業員を支えるため、さまざまな仕組みや教育
の改革などに取り組んでまいります。

「創造」に挑む人材を広く求め、共に成長を目指します TDK株式会社
戦略本部 人事教育グループ
人財開発部 部長

大竹 孝

◎採用活動における取り組み● グローバル人事部  組織図

人事教育グループ長

人事部長 教育訓練
センター長労政部長

Planning office Japan Europe China ASEAN Korea Americas

人財
開発部長

グローバル
人事部長

Matthew Cotton

（受け入れ側）
TDK UK Limited　
Managing  Director

グローバル人事部

（赴任前の所属）TDK株式会社
電子部品営業本部日本営業統括部

東日本営業2部

吉川 千晶
（赴任後の所属）TDK UK Limited

※2015年4月1日現在

人材の育成2
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「成長戦略としての
  多様性の尊重」を考える

◎勉強会の実施

　約9割の海外従業員比率を持つグローバル企業として、TDK
の喫緊の課題となるのが、人材の多様性をいかに強みに変え
ていくか。新たに策定した行動指針においても「多様性の尊重」
を重視する中、2015年4月、TDKでは有識者を迎え、多様性
の尊重について本質への理解を深める勉強会を開催しました。
　勉強会では、多様な人材活用などについてコンサルティン
グ支援を行うアパショナータ代表のパク・スックチャ氏に講
演をいただいたのち、6名のTDK出席者を交えたディスカッ

ションを実施。「TDKが多様性をどう定義し、どこに重点を置
くかを明確にすべき」「実践を通して絶えず考え、必要な見
直しを進めることが大切」などの声が上がりました。特に、

「ただ単純に多様な人材が集まればよいのではなく、異なる
意見や価値観を活かし成果につなげていくための評価軸を
明確にする」という点では議論が活発化。パク氏からも「多様
性を尊重することが重要なのは、それが組織の成果を向上さ
せるものであるからこそ」という大前提が強調されました。

多様性の尊重

　企業の DNA である理念やビジョンを実現
するためには、人材の多様性を尊重すること
が欠かせません。8万人以上のグループ従業
員の多様性を尊重し、認め合う企業風土づく
りと、その全員が一つの方向を向いて歩んで
いけるような強いマネジメントが両輪で必要

であると再認識しました。一朝一夕にできる
ことではありませんが、多様化し続ける市場
ニーズに応えるため、多様な人材がそれぞれ
最大限の能力を発揮することで、革新的な創
造を生み出し続ける組織づくりに着実に取り
組んでまいります。

人材の多様性を力に変え、企業価値の向上を目指します
■勉強会を受けて

TDK株式会社 常務執行役員 戦略本部長

齋藤 昇

　一般に「多様性の尊重」といえば女性や
海外人材の活用ばかりが注目されがちです
が、まったく同じ属性の人間が存在しない
以上、「人が2人以上いれば多様性」であり、
自分事として捉えていくことが非常に重要
です。多様化推進のためには人事制度の整
備などはもちろん、企業トップや管理職の
リーダーシップのもと、全従業員が多様性
を尊重する態度や行動をとる企業風土を醸
成していかなければなりません。また、多
様な人材すべてが組織活動に公平に参画し、
能力を最大限に発揮することを目指す「ダ
イバーシティ＆インクルージョン」の視点
が不可欠です。
　現在、グローバル化や人口構造の変化を

背景に、企業で働く人の層が多様化する一
方で、顧客ニーズもまた多方向に広がり続
けています。つまりは、「雇用」と「市場」
の両面から多様性へのニーズが起きている
ということ。職場で多様性が適切に尊重さ
れれば、異なる意見がぶつかり合う中で革
新性や創造性が生まれます。そしてそれこ
そが、変化し続けるビジネス環境への対応
を迅速にし、市場競争力を高める土台とな
ります。多様化を推進する過程ではさまざ
まなあつれきや摩擦も予想されますが、そ
うしたコストを踏まえても多様性から組織
が得るベネフィットは測り知れません。中
長期視点に立ち、一歩一歩進めていくこと
が大切です。

「違い」を活かし、市場での競争力強化へ

■パク氏の主な意見・提言

アパショナータ代表

パク・スックチャ氏

CSR監査の受審は、CSR活動のレベルアップの機会と
とらえています。一方、サプライチェーン全体でCSR活
動を強化する動きの中で、各社独自のCSR監査の重複
が対応の混乱・疲弊につながることが懸念されることか
ら、CSR監査受審件数を重要な側面と考えています。今
後も、受審件数を把握し、バリューチェーン全体でより
効果的なCSR監査の実施方法を追求してまいります。

CSR監査受審件数
（2013年度～
2014年度累計） 72件

紛争鉱物についての調査票をお取引先様に依頼し回収
することは、紛争鉱物という重要な社会課題への対応
として不可欠な取り組みです。調査票回収率は、お取
引先様の紛争鉱物問題への認識を確認する上で、重要
な側面と考えています。

紛争鉱物対応
（調査票回収率） 99%

紛争鉱物調査のお客様への回答は、紛争鉱物という重
要な社会課題に対して、TDKが真摯に取り組むべきこ
とだと認識しています。一方、調査への回答件数を把
握することは、対応の負荷を判断する上で重要な側面
と考えています。

紛争鉱物対応
（回答件数）

2,489件

お取引先様とともに企業価値を高め合うCSR調達を実
現するためには、お取引先様自身の気づきと自己改善
が重要と考え、お取引先様CSRチェックシートの改善
指導社数を重要な側面と考えています。

お取引先様
CSRチェックシート

（改善指導社数） 13社

お客様からのCSR監査における要求事項を体系的に理
解し、かつ、自社のCSR活動を評価するための基礎を
身につけることは、今後のCSR活動のレベルアップを
図る上で重要と考え、CSR内部監査員養成研修受講者
数を重要な側面と考えています。

121名

CSR内部監査員
養成研修
受講者数

（2014年度累計）

3 サプライチェーン全体でのCSRが求められる中、TDKグループは川中企業として、サプライ
チェーンにかかる法制度や国際的な業界規範などに大きく影響を受ける事業環境にあること
から、「サプライチェーンにおける社会・環境配慮」を重要な活動項目の一つに定めています。

サプライチェーンにおける
社会・環境配慮

サプライヤーとして バイヤーとして

人材の育成2

実施日：2015年4月17日
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